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１                              問題のページへ 
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よって, 2人が同じ数, 他の 1人が異なる数を選ぶ確率は, 
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［解 説］ 

不気味なほど基本的な設問 4題で, 構成されています。 
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２                              問題のページへ 

(1) 漸化式 1
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これより, n→∞のときm→∞より, 2log2 ®mS  
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［解 説］ 

(1)については, 文系に推測→帰納法の誘導のついた類題が出ています。なお, 上記

の解法は「ピンポイントレクチャー」を参照してください。 
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３                              問題のページへ 

(1) 部分積分を用いて,  
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［解 説］ 

定積分と不等式の証明問題です。細かく付いた誘導に従えば, 式変形の方向を見失

うことはないでしょう。 
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(1) まず, 
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(2) ①と y軸との交点の y座標は, 
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また, ①と x軸との交点の x座標は,  
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すると, Cの接線 lと x軸, y軸で囲まれた三角形の面積 Sは,  
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ここで, qqa cossin += とおくと, qqa cossin212 += より,  
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［解 説］ 

パラメータ曲線の接線についての基本問題です。計算量も少なめです。 

 


